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昆虫の卵巣小管には、補予子細胞を持たない無栄養室裂とそれを持つ栄養室型(多栄養室型と端栄養護型)の

二つのタイプが知られている。外胞、類においては、前者が比較的原始的な昆虫に多くみられ、後者がより高等

と考えられている昆虫にみられることから、無栄養室澄から栄養室恕が滋イヒしたと考えられている(言tysand 

Bili註ski，1990)。しかし、高等な昆虫の中にも例外的に無栄養室裂の卵巣小管を有するものが匁られている。ア

ザミウマ類もその一つであるが、近年、そのアザミウマ類の穿孔濫日の 1種 Parthenothripsdracenae (Heeger) 

の卵巣の形成細脇巣内で、細胞質連絡橋によって生殖細胞(卵母細胞)がつながった生殖細胞クラスターの存

在が明らかになり、アザミウマ類の卵巣は栄餐室型における補脊絡胞の分化が二次的に失われたものであると

説明されるようになった (Pritschand Buning， 1989)。

しかしながら、昆虫の卵巣の進化を議論するためには、アザミウマ類の卵巣形態、卵形成に関する知見はい

まだ不十分である O このため、われわれは有管亜践のオオアザ、ミウマ類に属するアザミウマ、 Bactrothripsbre-

vitubus Takahasl討を材料にして、その卵巣形態曇卵形成に認する研究を行っているが、今回はその第一歩として、

光顕による卵巣の後膝発生とそれにともなう卵形成の記載を行ったので、報告する。

材料のオオアザミウマが属する宥管蛮自のアザミウマ類には、主主主訟のステージが2、鱗と呼ばれるステ}ジ

が3の言十5童舎の幼生期がある。

1)幼虫の卵巣構造

幼虫の卵巣は 1対の袋状の卵巣原基の状態で、ある。卵巣潔基はその前端と暖液線とか潤いリガメントによっ

てつなげられている。また l対の卵巣原基も互いにリガメントによってつなげられている。後端には側輸卵管

の原基が存在する。

1齢幼虫の各卵巣原基i主将箆状で、少数の卵母線泡が出現し始める。この草寺鶏にはローダミン・ファロイジ弓

ン染色によって、細胞質連絡橋が多数のリング.q:.ャナルとして見いだされる。 2齢幼虫の卵巣原基は卵母細

胞の数の増加と成長によって大きくなり、全体に丸みを帯ぴる。卵母細胞は多くのものが成長期に入札卵巣

原基の前端にはま能糸になる体細胞の列が4列形成され、それらの列の問が裂け始める。リング・キャナルの数

は減少する。

2)踊の卵巣構造

織の各卵巣は卵巣小管の構造が鳴らかになり、成長した夢野母綴胞が4本の卵巣小管へと痘線状に配列するよ

うになる。各卵巣小管の前端には羽化直前まで端糸の細胞騒が存在する。 1対の卵巣を結び付けていたリガメ

ントは消失する。また卵巣の前半部は脂肪体でおおわれる。

4本の卵巣小管への分裂は 1齢豊橋の時期に始まり、 2齢量得の時鶏にほほ完成する。 1齢婚から 2齢織にかけ

ての卵巣全体の大きさは 2齢幼虫の卵巣原基とほとんとe変わらないが、成長した卵母細胞の数が増え、形成細

胞巣域が縮少する。 3齢蝋になると卵母細胞の成長によって各卵巣小管は著しく伸張し、成虫の卵巣とほぼ隠

れ形熊やとるハまたこの時期には再び形成細胞巣域が拡大する。羽化直前になると、成虫と同様の 4本の卵巣
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小管による形成細胞巣の共有がもたらされ、その前部は各卵巣小管の前端に存在した 4層の体細胞からなる 1

本の端糸につながる。

3)成虫の卵巣構造

成虫の卵巣においては、各卵巣小管の末端にある 2~3 個の成長した卵母細胞のまわりには、それぞれ渡胞

上皮が完成し、それぞれの卵室の間には液胞間組織も形成される O また成虫の形成細胞巣内にも非常に少数な

がら、リング・キャナルが確認される。産卵間近になると、倶Ij輸卵管が著しく伸張し、その中央部が非常に薄

く引き延ばされる o やがてこの部分に成熟卵が移動・保持され、産卵が開始される。
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